
　大阪の伝統・文化を未来に繋ぐこと
を切り口とした「大阪のええもん！大集
合フェスタ2025～未来につなぐ大阪
の伝統・文化～」と題したイベントが、8
月27日の大阪・関西万博
2025大阪ヘルスケアパビリ
オン・リボーンステージで開
催された。
　これは大阪府中小企業団
体中央会によるイベントで、
大阪府内の中小企業組合を
はじめとした17の団体が参
加し、「大阪の伝統文化」を切
り口に、ものづくり体験のワー
クショップ、技術プレゼン、歌やダンス
などのステージイベントを通じて、万博
来場者に中小企業の魅力を発信する
ものとなった。
　オープニングイベントでは、大阪学院
大学、大阪学院大学高等学校のチア
リーダー部によるチアリーディング演技

で盛り上げた後、様々なワークショップ
やPRが行われた。
　同日13時からは、大阪ジュエリー工
芸協同組合によるジュエリーパフォー

マンスが行われた。
　大阪ジュエリー工芸協同組合（理事
長：池田謙一）は、1965年（昭和40
年）に設立され、なにわの名工など業
界屈指のジュエリー職人たちが所属す
るジュエリーの技術者集団。主に技術
の継承や人材育成をはじめ、地域産業

の活性に関連した活動を行っている。
　ステージには、多田商店の多田孝之
氏、アトリエいけだの池田謙一氏、おく
の宝飾の奥野剛司氏、宝飾工房こだま
の小玉弘毅氏の4名のなにわの名工
（大阪府優秀技術者表彰）が登場した。

　シーフォース社長の佐々木一富氏の
司会進行ではじまり、特別に準備され
た作業台にて、それぞれが得意とする
技法を披露。切り出し技法（多田氏）、
透かし技法（池田氏）、石留技法（奥野
氏）、彫り技法（小玉氏）などをスクリー
ンに映しながら4人の名工が磨き上げ
続けてきた技術によって、わずかな時
間でブローチやペンダントなどのシル
バー製品を完成させた。
　鮮やかな職人による技術を目にした

観客たちからは感動の声が聞かれた。
さらに完成した製品がプレゼントされ
ると歓声が沸き起こった。
　同イベントは、趣向を凝らしたユニー
クな商品や独自の優れた商品・サービ
スをワークショップや実演販売を通じ
て外国人観光客や来街者にその魅力
を発信し、また販売機会の提供と合わ
せ、ブランディングなどの研修会の受講
機会を提供することで、小規模事業者
の販路開拓の支援を目指した。

　デザイナーの創造性
や革新性が垣間見られ
るNew（新たなアプロー
チをしている）Jewelry
（ジュエリー）を、直接
ユーザーに販売する日
本最大規模のデザイ
ナーズジュエリーイベン
ト「New Jewelry TO-
KYO 2025」が、11月28
日～30日の3日間、東京・
青山のスパイラルで開催
される。時間は11時～
20時（最終日は19時）。
　このイベントは2010年
にスタートし、今年で16
年目。近年は開催3日間
で1万人以上の来場者を
集めるまでに成長。ジュエリー業界の
「今」を知るには欠かせない注目のイベ
ントだ。
　今回もジュ
エリーブランド
や作家を中心
に、約130組
が出展。さらに
ジュエリーギャ

ラリーやブッ
クストア、人気
のフードカウ

ンターから研磨体験ワークショップま
で、「見て、買って、作って、体感する」と
いうコンセプトを実感できるコンテンツ
が充実する。
　個性豊かで想像力にあふれたデザ
イナーたちが集まり、伝統技法を受け
継ぎ気品を放つ作品から、洗練された
感性でモードを牽引するブランド、そし
てこれからの時代を担う新たな才能ま

で、発見できる機会となる。
　毎年人気のワークショップ
「宝石研磨体験」は、原石のセレ
クトや完成形をイメージしなが
らの研磨体験を通して、宝石の
魅力や伝統工芸を身近に感じ
てもらうことを目的とし、旅する
宝石商bororoと伝統工芸士・

詫 間 宝 石 彫 刻が
2011年から続けて
いるプロジェクトと
なっている。
　主催のNew Jew-
elry LLC.は、デザイ
ナーズブランドと
ユーザーが出会う場
をつくることから始

まったジュエリー専門の
キュレーションチーム。
これまでジュエリーの展
示販売会をはじめ、年間
数百本のイベントディレ
クション、ウェブメディア
の企画・編集、セレクト
ギャラリーの運営、ブラ
ンドの戦略設計やコミュ

ニケーションなど、多角的な活動を通
して新たなジュエリーマーケットを育
てている。
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なにわの名工4人による技術の継承

　中国財政部および国家税務
総局が発表し、11月1日に施行
された金関連税制の改正は、中
国本土および香港地域における
金・宝飾市場に直接的な影響を
及ぼし始めている。
　本改正では、取引所を介した
標準金の売却において付加価
値税（VAT）が免除される一方、
実物の引き出しに関しては用途
に応じた税制適用が求められる
体制となった。とりわけ、非投資
目的で標準金を取引所から引き

出す際の進項税控除率が従
来の13％から6％へと引き下
げられた点が大きい。この変更
は、仕入れ段階における税負
担が増加することを意味し、原
材料価格に直接跳ね返る構造
を持つ。
　この変更により、特に非会
員企業や中小流通業者は、取
引所での免税メリットを取り
込めないケースが増える。結
果として、仕入れた金素材の
実質調達コストが上昇し、ブラ

ンド単位での
利益率圧縮、
または小売価
格改定の判断
を迫られる可
能性がある。

「New Jewelry TOKYO 2025」
11月28日～30日、東京・青山スパイラル
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大阪万博で披露し、その魅力を発信
大阪ジュエリー工芸協同組合

すでに中国本土および香港に上場す
る主要宝飾企業の株価は下落してお
り、潮宏基珠宝は10％近く、周大福珠
宝や老舗黄金も8％を超える下落幅を
記録した。

　シティバンクは今回の税制改正につ
いて、「金小売企業の調達コストを最
大で約7％押し上げ得る」と分析してお

り、このコスト上昇が小売価格に転嫁
される可能性も高い。
　ダイヤモンド市場にも影響が及ぶ。こ
れと同時に、研磨ダイヤモンド輸入に適
用されていた13％のVAT優遇措置が撤
廃されており、天然ダイヤモンドの国内
消費に対して価格上昇圧力がかかる。
近年、天然ダイヤモンドは世界的に価格
調整の局面にあるが、輸入コスト上昇と
いう別軸の要因がここに加わる構造とな
るため、中国市場における消費行動の鈍
化と、再販・回収市場の流動性の低下が
懸念されている。
　これは日本市場
においても決して
無関係ではない。
　この続きはQR
から、W&Jオンラ
インで読める。
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